
昭 和56 年3 月5 日

区のお知らせ

第535 号( 1)

足 立 区
編集/企画部広報課
足立区千住一丁目4- 18

( 682) 1111
第二庁舎　( 889) 6161

人口・面積( 56. 2. 1)
世 帯　　　　210, 026
人 口　　　　626, 406
男　　　　　316, 978
女　　　　　309, 428

面積　　　　53. 25k㎡
人口密度　　11, 763人/ k㎡

住
み
よ
い
町
づ
く
り
の
た
め
に

下
水
道
早
期
普
及
を
め
ざ
し
て

工
事
中
は
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

下
水
道
は
、
都
市
生
活
の
環
境
改
善
と
海
や

川
の
水
質
汚
濁
を
防
止
す
る
役
割
を
も
っ
て
い

ま
す
。
当
区
は
、
下
水
道
普
及
率
で
他
区
に
比

べ
て
遅
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
う
し
た
遅
れ
を
取

り
も
ど
す
た
め
、
早
期
普
及
を
め
ざ
し
て

、下

水
道
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。
区
民
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

下
水
道
のは

た
ら
き

下
水
道
は
、町
か
ら
蚊
や
(
エ
を

な
く
す
ほ
か
、
く
み
取
り
便
所
を
水

洗
便
所
に
変
え
、
衛
生
的
で
住
み
よ

い
町
づ
く
り
に
か
か
す
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
ま
た
、
雨
水
の
は
ん
ら
ん

防
止
に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。

家
庭
や
工
場
か
ら
流
さ
れ
た
汚
水

は
、
下
水
管
を
通
っ
て
処
理
楊
に
運

ば
れ
、
衛
生
的
な
処
理
の
後
、
川
や

海
に
流
さ
れ
ま
す

。

さ
ら
に
現
在
で
は
、
工
業
用
水
等

の
水
源
と
し
て
下
水
処
理
水
が
注
目

さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

望
ま
れ
る

早
期
普
及

足
立
区
で
は
、多
額
の
費
用
を
か

け
、水
路
の
改
修
や
排
水
場
の
設
備

を
充
実
し
て
い
ま
す
か
、当
区
は
、

丘
ら
し
い
高
地
が
全
く
な
く
、全
体

が
平
坦
で
四
方
を
川
で
囲
ま
れ
て
い

る
う
え
、沖
積
層
で
粘
土
質
を
主
構

成
と
し
、湿
潤
で
水
は
け
の
悪
い
地
層

で
あ
る
た
め
、ち
ょ
っ
と
し
た
雨

で
も
浸
水
す
る
と
い
う
問
題
を
か
か

え
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
快
適

な
都
市
生
活
を
お
く
る
た
め
に
は
、

下
水
道
の
完
備
を
早
く
実
現
し
な
け

れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
下
水
道
の
早
期
実
現
に

は
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
中
に
は
、
用
地
の
確
保
、

建
設
事
業
費
の
問
題
、
技
術
上
の
問

題
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

足
立
区
で
実
施
し
た
「
足
立
区
政

に
関
す
る
世
論
調
査
」
で
、
区
の
行

政
で
最
も
力
そ
入
れ
て
ほ
し
い
も
の

は
伺
か
の
質
問
に
対
し
、
「
下
水
道

の
整
備
」
を
望
む
声
が
こ
こ
数
年
来

第
一
位
を
占
め
、
下
水
道
の
早
期
普

及
か
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

下
水
道
工
事
に

ご
協
力
を

下
水
道
は
、道
路
の
下
に
こ
う
配

を
つ
け
て
管
を
敷
設
し
、雨
水
や
汚

水
を
収
容
す
る
た
め
、足
立
区
の
よ

う
に
平
坦
地
で
は
、ど
う
し
て
も
地

下
探
く
下
水
管
渠
(
き
ょ
)
を
埋
設

す
る
よ
う
に
な
り
、
工
事
が
長
期
化

す
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、皆
さ
ん
の
お
近
く
の

道
路
で
、交
通
止
め
や
、騒
音
、振

動
が
起
こ
る
な
ど
、い
ろ
い
ろ
と
ご

迷
感
を
か
け
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い

ま
す
。
沿
道
の
区
民
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
得
ら
れ
な
け
れ
ば
、
下
水
道

工
事
も
進
み
ま
せ
ん
。

工
事
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
で
き

る
限
り
ご
迷
感
を
か
け
な
い
よ
う
配

慮
し
て
進
め
ま
す
の
で
、
下
水
道
工

事
に
対
す
る
区
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

下
水
道
整
備

実
現
に
向
か
っ
て

下
水
道
事
業
は
、都
か
衍
う
も
の

で
す
が
、
一
日
も
早
い
下
水
道
整
備

の
た
め
に
、
区
も
枝
綿
の
一
部
を
都

か
ら
受
託
し
て
建
設
す
る
な
ど
、
都

と
区
が
一
体
と
な
っ
て
進
め
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
足
立
区
の
下
水
道
普

及
状
況
は
、
他
区
に
比
べ
て
大
変
遅

れ
て
い
ま
す
。

足
立
区
は
、下
水
道
の
遅
れ
を
と

り
も
ど
す
た
め
に
、同
じ
問
題
を
か

か
え
て
い
る
葛
飾
区
、江
戸
川
区
と

と
も
に
、
「足
立
・
葛
飾
・
江
戸
川

三
区
下
水
道
事
業
促
進
連
盟
」を
結

成
し
、下
水
道
事
業
の
早
期
実
現
に

向
か
っ
て
、国
を
は
じ
め
、都
や
関

係
企
業
な
ど
に
横
極
的
な
動
き
か
け

を
し
て
い
ま
す
。
早
期
下
水
道
完
備

の
た
め
に
、
区
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
そ
お
願
い
し
ま
す
。

◎
下
水
道
に
つ
い
て
の
問
合
せ
先

工
事
・
計
画
…
下
水
道
局
第
五
建

設
事
務
所
(
　
六
〇
五
―
五
六
五

一
)
、区
の
施
行
す
る
工
事
・
・
・
区

役
所
第
二
庁
舎
下
水
道
課
(
　
八

(
九
―
六
一
六
一
)

急がれる下水道工事

下
水
道
料
金

改
定
の
お
知
ら
せ

四
月
一
日
か
ら
下
水
道
料
金
か

改
定
に
な
り
ま
す
。

問
合
せ
先
　
下
水
道
局
業
務
課
業

務
第
一
係
　
　
二
七
〇
―
七
三

一
一

水
洗
化
が
可
能
に
な
り
ま
し
た

梅
田
八
丁
目
・
西
綾
瀬
三
丁
目
の
一
部

下
水
道
普
及
の
遅
れ
を
と
り
も
ど

す
た
め
、
区
内
各
所
で
下
水
道
工
事

か
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
か
、

こ
の
た
ぴ
、
次
の
地
域
の
工
事
終
了

に
伴
い
、
水
洗
化
が
可
能
と
な
り
ま

し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
地
域
に
お

住
ま
い
の
方
に
は
三
年
以
内
に
水
洗

化
の
工
事
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

水
洗
化
可
能
地
域

①
梅
田
(
丁
目
十
一
番
の
一
部
、

十
二
番
の
全
部

②
西
綾
瀬
三
丁
目
二
十
～
二
十
三

番
・
二
十
五
～
二
十
(
番
・
三
十

(
番
・
三
十
九
番
の
一
部

供
用
開
始
年
月
日

①
昭
和
五
十
六
年
二
月
三
日

②
昭
和
五
十
六
年
二
月
二
十
五
日

問
合
せ
先
　
下
水
道
局
小
菅
支
所
　

(
　
(
○
ニ
ー
ハ
(
二
二
)
ま
た

は
、区
役
所
第
二
庁
舎
下
水
道
課

(
　
(
(
九
-
六
一
六
一
)

下水を排除及び処理すべき区域
並びに公共下水道施設位置図

下水を排除及び処理すべき区域
並びに公共下水道施設位置図

ご利用ください
下水道の

助成金制度

下
水
道
工
事
が
終
わ
っ
て
、
処

理
区
に
指
定
さ
れ
る
と
(
そ
の
地

域
を
都
の
公
報
で
告
示

す
る
ほ

か
、
下
水
道
局
か
ら
も
お
知
ら
せ

や
脱
明
資
料
を
お
配
り

し
ま
す
)
水
洗
便
所
が

早
く
ゆ
き
わ
た
る
よ
う

に
、く
み
と
り
式
を
水

洗
式
に
改
造
す
る
場
合

と
私
道
に
排
水
設
備
を

作
る
場
合
に
、下
水
道

局
で
は
一
定
の
条
件
の

も
と
に
助
成
し
て
い
ま

す
。
な
お
、
私
道
に
排

水
設
備
を
作

る
と
き

は
、
区
か
ら
も
下
水
道

局
の
助
成
順
の
二
分
の

一
以
内
の
助
成
金
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

水
洗
便
所
助
成

助
成
条
件
　
一
般
助
成
・・・世
帯
全

員
の
前
年
の
総
所
得
金
額
等
の

合
計
が
二
百
六
十
万
円
(
総
収

入
金
額
か
ら
給
与
所
得
控
除
額

お
よ
ぴ
必
要
経
費
を
差
し
引
い

た
額
)
未
満
で
あ

る

こ
と

特
別

助

成

…
生
活

保

護
世

帯

お
よ

び

住
民

税

を
課

さ

れ

て

い
な

い
世

帯
の

う
ち

適

当
と

認
め

ら
れ

る

者

助

成
額
　

一
般

助
成

・
・・
四
万

五
千
円
　

特

別
助

成
・・
・
十
六

万

六
千

三

百
円

以

内
(

工

事

の
規

模

に
よ

っ
て

異

な
り

ま

す
)

申
請
期
限
　
水
洗
便
所
を
便
え
る

よ
う
に
な
っ
た
日
か
ら
三
年
以

内
。な
お
、崎
別
助
成
に
は
三
年

以
内
の
期
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
道
排
水
設
備
助
成

助
成
条
件
　
幅
員
が
一
・
五
㍍
以

上
の
私
道
に
五
戸
以
上
が
共
同

し
て
排
水
設
備
を
都
か
定
め
た

標
準
に
よ
っ
て
つ
く
る
場
合
で

各
戸
が
従
来
の
く
み
取
り
便
所
(

し
尿
浄
化
槽
を
含
ひ
)
を
直

ち
に
水
洗
式
に
改
造
す
る
こ
と

助
成
額
　
都
で
定
め
た
助
成
額
・・・

私
道
の
構
造
に
よ
っ
て
異
な
る

が
、
標
串
的
私
道
で
は
、
一
㍍

当
り
約
二
万
二
千
百
円
で
す

申
請
期
限
　
水
洗
便
所
を
使
用
化

と
な
っ
た
日
か
ら
三
年
以
内

※
な
お
、
東
京
都
同
和
対
策
事
業

の
一
環
と
し
て
水
洗
便
所
助
成
制

度
を
別
に
設
け
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先
　
下
水
道
局
小
菅
支
所

(
　
六
〇
ニ
ー
(
(

二
二
)
ま

た
は
、
区
役
所
下
水
遭
課

ご
存
じ
で
す
か
、
地
域
の
公
共
施
設

施
設
見
学
会
参
加
者
募
集

区
で
は
、皆
さ
ん
が
区
内
施
設

に
つ
い
て
理
解
と
認
識
を
探
め
、

一
層
身
近
か
な
施
設
と
し
て
親
し

ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
施
設
見

学
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
よ
る
見
学
会

で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

日
時
　
三
月
十
(
日
(
水
)
・
十
九

日
(
木
)
・
二
十
日
(
金
)
の
三
回

各
日
と
も
時
間
は
、午
前
九
時

三
十
分
～
午
後
四
時
頃
の
予
定

参
加
資
格
　
区
内
在
住
の
満
二
十
歳

以
上
の
方

定
員
　
各
回
二
十
五
名
　
計
七
十

五
名
(
応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽
遇
と
な
り
ま
す
)

見
学
施
設
　
足
立
清
掃
工
場
、小

台
処
理
場
、竹
の
塚
温
水
プ
ー

ル
、老
人
会
館
、教
育
セ
ン
タ
ー

参
加
費
　
無
料
(
昼
食
は
こ
ら
ら

で
用
意
し
ま
す
)

申
込
方
法
　
電
話
で
広
報
課
へ

申
込
期
間
　
三
月
五
日
～
九
日
ま

で
(
七
日
は
正
午
ま
で
)

問
合
せ
先
　
広
報
課

「
区
制
5
0周
年
記
念
事
業

区
民
会
議
」
が
発
足

区
で
は
、
「
区
制
五
十
周
年
記

念
事
業
区
民
会
議
」
の
委
員
を
次

の
方
々
に
お
願
い
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
今
後
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

《
区
議
会
議
員
》
　
安
達
正
興
　

鈴
木
金
治
郎
　
鈴
木
進
　
滝
井
兼

彦
　
立
岡
正
子
　
中
川
外
行

宮
原
進
　
森
信
雄
　
吉
田
小
重

郎
　
渡
辺
修
次

《
学
識
経
験
者
》
　
加
藤
芳
太
郎

(
中
央
大
学
教
授
)
　
小
島
重

次
(
筑
波
大
学
教
授
)

《
区
内
関
係
団
体
の
構
成
員
》
　

青
山
道
雄
(
区
立
小
学
校
長
息

飯
沼
文
子
(
新
生
活
運
動
推
逓

委
員
会
)
　
井
上
市
三
郎
(
少
年

団
体
連
合
協
議
会
)
　
児
玉
正

次
(
体
育
協
会
)
　
佐
々
木
鐵
男

(
商
店
街
振
興
結
合
連
合
会
)

佐
藤
賢
治
(
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
)
　
志
村
文
蔵
(
町
会
連
合

会
)
　
高
橋
和
秋
(
医
師
会
)

田
口
富
蔵
(
民
生
委
員
協
議
会
)

妨
飼
三
郎
(
農
業
協
同
組
合
)

野
口
松
五
郎
(
工
業
会
連
合
会
)

羽
住
き
み
子
(
連
合
婦
人
協
議

会
)
　

山
崎
菱
洞
(
文
化
団
体

連
合
会
)
　

吉
田
孝
一
(
区
立

中
学
校
P
T
A

連
合
会
)

《
公
募
委
員
》
　
青
木
富
男
(
椿

二
丁
目
)
　
市
川
治
左
工
門
(
入

谷
町
)
　
太
田
淳
(
大
谷
田
二

丁
目
)
　
樺
山
ち
よ
子
(
扇
二
丁

目
)
　
川
合
陽
子
(
東
綾
瀬
二

丁
目
)
　
木
村
徳
夫
(
千
住
旭

町
)
　
北
川
邦
彦
(
足
立
四
丁

目
)
　
工
藤
利
明
(
谷
在
家
三

丁
目
)
　
日
下
都
威
(
青
井
二

丁
目
)
　
小
松
敬
(
神
明
南
一

丁
目
)
　
佐
久
間
和
夫
(
花
畑

一
丁
目
)
　
清
水
と
よ
子
(
千

住
仲
町
)
　
島
村
喜
八
郎
(
梅

田
三
丁
目
)
　
多
田
か
つ
(
六
月

三
丁
目
)
　
高
橋
光
一
(
小
台
二

丁
目
)
　
高
見
沢
忠
(
綾
瀬
一
丁

目
)
　
中
村
芳
生
(
千
住
寿
町
)

二
階
堂
順
子
(
栗
原
一
丁
目
)

橋
本
好
子
(
千
住
桜
木
二
丁
目
)

本
間
静
江
(
六
月
二
丁
目
)
　

増
田
精
一
(
西
保
木
間
二
丁
目
)

増
田
亘
(
東
和
五
丁
目
)
　
茂

木
累
次
(
伊
興
町
前
沼
)
　

吉

田
末
雄
(
梅
鳥
一
丁
目
)

<
五
十
音
順
敬
称
略
>

問
合
せ
先
　
企
画
課

完
全
参
加
と
平
等

国
際
障
害
者
年

1981年



昭 和56 年3 月5 日区 の お 知 ら せ ( 2)

保
健
所
だ
よ
り

看
護
教
室

日
時
　
三
月
十
(
日
(
水
)
午
後

一
時
三
十
分
～
四
時

場
所
　
足
立
保
健
所
二
階
購
堂

内
容
　
▽
病
人
の
お
世
話
の
し
か

た
・・・
清
潔
、
床
ず
れ
予
防
の
た

め
に
(
実
技
)
　

▽
看
護
の
心

か
ま
え
・・・看
護
用
品
準
備
、
利

用
で
き
る
制
度

定
員
　
三
十
名
(
先
着
順
)

※
実
技
で
円
座
を
作
り
ま
す
の
で

古
靴
下
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法
　
電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先
　
足
立
保
健
所

保
健
指
導
扮
当
　
　
八
五
五
―

四
一
五
一

成
人
病
検
診

脳
卒
中
、糖
尿
病
、心
臓
、肝

臓
、腎
臓
な
ど
の
成
人
病
は
、日

本
人
の
死
亡
順
位
の
上
位
を
占
め

て
い
ま
す
。
成
人
病
の
予
防
・
治

撩
に
は
、
定
期
的
に
検
診
を
受
け

る
こ
と
が
必
薺
で
す
。

日
時
　
毎
週
水
曜
日
、
午
前
九
時

～
十
時

対
象
　
満
三
十
歳
以
上
の
区
民

検
査
項
目
　
心
電
図
、
眼
底
、尿
、

血
液
な
ど
約
三
十
項
目
(
胃
、子

宮
が
ん
検
診
は
含
み
ま
せ
ん
)

費
用
　
五
千
円

申
込
方
法
　
電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先
　
保
健
セ
ン
タ

ー
　
　
(
五
五
―
四
一
五
一

母

親

学

級

働
い
て
い
る
妊
婦
さ
ん
を
対
象

と
し
た
母
親
学
級
を
開
催
し

ま

す
。お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
三
月
十
四
日
(
土
)
・
二

十
(
日
(
土
)
…
二
日
制
、い

す

れ
も

、
午

後

一
時

～

四
時

場

所
　

足

立

保
健
所

講

堂

内
容
　
妊
娠
中
の
生
活
と
栄
養
、

お
産
の
経
過
、赤
ち
ゃ
ん
の
育

て

方

、
映

画
ほ

か

申
込
方
法
　
電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先
　
足
立
保
健
所
　
八

五
五
-
四
一
五
一

妊
婦
さ
ん
の
た
め
の

栄
養
講
習
会

日
時
　
三
月
十
日
(
火
)
午
後
一

時
三
十
分
～
三
時
三
十
分

場
所
　
中
央
本
町
保
健
相
談
所

定
員
　
先
着
三
十
名

内
容
　
妊
娘
中
の
食
事
と
調
理
実

演
、
妊
娠
中
毒
症
・
貧
血
予
防

食
、
授
乳
中
の
栄
養
に
つ
い
で

申
込
方
法
　
電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先
　
中
央
本
町
保

健
相
談
所
　
　
(
(
〇
―
一
一

六
五

福祉事業
あ ん な い

第2回

実
習
所

祭

梅
島
生
活
実
習
所
は
、障
害
の
種

度
の
重
い
方
が
、
社
会
の
一
員
と
し

て
充
実
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
、

訓
練
す
る
た
め
の
成
人
の
通
所
施
設

で
す
。

当
所
で
は
、日
頃
の
成
果
を
発
表

し
、地
域
の
方
々
と
の
交
流
を
深
め

る
機
会
と
し
て
、年
一
回
、実
習
所

県
を
行
っ
て
い
ま
す
。今
年
も
次
の

と
お
り
行
い
ま
す
の
で
、よ
り
多
く

の
皆
さ
ん
の
番
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。な
お
、駐
車
場
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、電
車
等
を
ご
利
用
の
う
え

お
い
で
く
だ
さ
い
。

日
時
　
三
月
(
日
(
日
)
午
前
十
時

～
午
後
三
時

場
所
　
梅
島
生
活
実
習
所
(
東
武
線

西
新
井
駅
東
口
徒
歩
五
分
)

内
容
　
実
習
所
紹
介
コ
ー
ナ
ー
、
製

品
の
展
示
・
即
売
、
保
護
者
会
に

よ
る
映
画
会
・
バ
ザ
ー
、
喫
莱
、

食
堂
な
ど

問
合
せ
先
　
梅
島
生
活
実
習
所
　
　

八
四
九
一
一
三
七
九

心
身
障
害

福
祉
セ
ン
タ
ー

弥

生

祭

心
身
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、

セ
ン
タ
ー
で
通
所
訓
練
に
励
ん
で
い

る
人
連
に
よ
る
弥
生
祭
を
実
施
し
ま

す
。
劇
や
作
品
等
の
発
表
を
行
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

日
時
　
三
月
十
五
日
(
日
)
午
前
十

時
～
午
後
三
時

場
所
　
竹
の
塚
セ
ン
タ
ー
(
東
武
締

竹
の
塚
駅
東
口
徒
歩
五
分
)

内
容
　
▼
劇
・
詩
吟
・
・
・
第
一
都
(
成

人
部
)
午
前
十
一
時
～
正
午
、第

二
都
(
機
能
訓
練
都
)
午
後
一
時

三
十
分
～
二
時
三
十
分
　
▼
手
芸

品
、七
宝
、陶
芸
品
等
の
展
示
即

売
　
▼
軽
食
・
喫
茶
コ
ー
ナ
ー

問
合
せ
先
　
心
身
障
害
福
祉
セ
ン
タ

ー
　
　
(
(
三
―
六
一
七
一

高
齢
者
の
方
へ

授
産
場
の
ご
利
用
を

授
産
場
で
は
、家
庭
に
い
る
高
齢

者
の
方
で
、働
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
方
を
対
象
に
、簡
易
作
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。働
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

生
き
が
い
と
健
康
を
保
つ
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
同
年
代
の

人
た
ち
と
楽
し
く
働
い
て
み
よ
う
と

思
う
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

対
象
　
▽
六
十
歳
以
上
の
方
　
▽
生
活

保
護
を
受
け
て
い
る
方
　
▽
生

計
の
困
難
な
方

作
業
内
容
　
紙
箱
組
立
、
エ
ン
ビ
ツ

箱
詰
・
袋
入
れ
な
ど
の
簡
易
作
業

作
業
場
所
　
授
産
場
内
、ま
た
は
自

宅く
わ
し
く
は
、お
近
く
の
授
産
場
、

ま
た
は
老
人
福
祉
係
へ
。

▽
千
住
元
町
授
産
場
(
　
(
(
一

一
五
五
四
(
)
　
▽
青
井
授
産
場

(
　
(
八
九
一
〇
六
八
一
)

重
度
心
身

障
害
者
の
方
へ

家
政
婦
派
遣

重
度
心
身
障
書
者
の
い
る
ご
家
庭

で
、障
害
者
の
世
晒
を
し
て
い
る
方

の
疾
病
な
ど
に
よ
り
、
一
時
的
に
障

番
者
の
方
の
日
常
生
盾
に
不
便
を
き

た
す
時
、
家
政
婦
を
派
遣
し
ま
す
。

対
象
害
①
身
体
障
害
者
手
帳
一
・
二

級
の
方
　
②
愛
の
手
帳
一
～
三
度

の
方
　
③
脳
性
マ
ヒ
、進
行
性
筋

萎
縮
症
で
①
②
と
同
程
度
と
認
め

ら
れ
る
方

申
請
に
必
要
な
も
の
　
▽
身
体
障
害

者
手
帳
、愛
の
手
帳
　
▽
家
政
婦

を
必
要
と
す
る
理
由
を
明
ら
か
に

す
る
書
類
　
▽
印
か
ん

※
家
政
婦
派
遣
は
、
世
話
を
し
て
い

る
方
の
一
時
的
疾
病
の
他
、
出
産
や

冠
婚
葬
祭
に
出
席
す
る
時
な
ど
も
利

用
で
き
ま
す
。
な
お
、
福
祉
募
務
所

か
ら
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
派
遣
さ
れ

て
い
る
場
合
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

申
請
・
問
合
せ
先
　
心
身
障
害
福
祉

係

あ
な
た
も
参
加
し
ま
せ
ん
か

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
も
よ
お
し
も
の

生
花
教
室

生
徒
募
集

昭
和
五
十
六
年
度
の
生
花
教
窒
の

生
徒
を
、
三
月
十
二
日
(
木
)
午
前

九
時
か
ら
、
次
の
各
館
で
募
集
し
ま

す
。
対
象
は
、
区
内
在
住
の
六
十
歳

以
上
の
方
で
す
。

な
お
、五
十
五
年
度
に
、い
ず
れ

か
の
館
で
生
花
教
室
に
参
加
し
た
方

は
、
申
七
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
・
問
合
せ
先
　
▼
西
部
セ
ン
タ
ー

(
九
七
―
五
〇
一
六
　
▼

千
住
セ
ン
タ
ー
　
　
(
(
二
-
二

七
六
五
　
▼
花
畑
セ
ン
タ
ー
　
　

八
五
〇
-
二
六
一
七
　
▼
新
田
老

人
館
　
　
九
一
二
―
三
四
二
一
　

▼
千
住
あ
ず
ま
老
人
館
　
　
(
八

二
―
一
二
一
(
　
▼
い
り
や
老
人

館
　
　
(

五
五
-
一
〇
五
〇

映
画

の
タ

ベ

日
時
　
三
月
十
四
日
(
土
)
午
後
五

時
三
十
分

場
所
　
教
育
セ
ン
タ
ー

題
名
　
「キ
ー
ト
ン
の
線
路
工
夫
」

「
男
は
つ
ら
い
よ
寅
次
郎
と
殿
様
」

定
員
　
先
着
百
五
十
六
名

入
場
料
　
無
料

問
合
せ
先
　
教
青
セ
ン
タ
ー
　
　
(

五
〇
-
(
(

〇
一

東
部
セ
ン
タ
ー

□
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
講
習
会

内
容
　
洋
食
フ
ル
コ
ー
ス
の
マ
ナ
ー

日
時
　
三
月
ニ
十
六
日
(
木
)
午
前

十

―時
三
十
分

場
所
　
東
都
セ
ン
タ
ー
別
館

対
象
　
区
内
在
住
・
在
勤
者

定
員
　
五
十
名
(
先
着
順
)

費
用
　
四
千
五
百
円

申
込
方
法
　
費
用
を
添
え
て
直
接
恵

ロ
ヘ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

□
第
十
二
回
セ
ン
タ
ー
文
化
祭

セ
ン
タ
ー
で
学
ん
だ
作
品
の
展
示

な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
三
月
六
日
(
金
)
～
(
日
(
日
)

午
前
九
時
～
午
後
四
時
三
十
分
(
(

日
の
み
午
後
四
時
終
了
)

場
所
　
東
都
セ
ン
タ
ー

入
場
料
　
無
料

く
わ
し
く
は
、東
部
セ
ン
タ
ー
(

六
〇
五
-
七
一
〇
一
)
へ
。

初
心
者
の
た
め
の

俳
句
教
室

日
時
　
四
月
四
日
(
土
)
午
後
一
時

三
十
分

場
所
　
老
人
会
館

定
員
　
二
十
名

申
込
方
法
　
直
接
ま
た
は
電
話
予
約

申
込
期
限
　
三
月
十
五
日

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

問
合
せ
先
　
老
人
会
館
　
　

八
五
九
-

九
七
三
二

足
立
区
少
年
鼓
笛
隊

合
唱
団
発
表
会

昨
年
四
月
に
斬
隊
団
員
を
迎
え
、

こ
の
一
年
間
練
習
を
続
け
て
き
ま
し

た
。そ
の
成
果
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

日
時
　
三
月
(
日
(
日
)
午
後
○
時

三
十
分

場
所
　
文
化
会
館

問
合
せ
先
　
青
少
年
係

十
六
ミ
リ
映
写
機

操
作
再
請
習
会

十
六
ミ
リ
映
写
機
操
作
の
修
了
証

を
お
持
ち
の
方
で
、
技
術
の
向
上
を

は
か
り
た
い
方
や
、
復
習
を
し
た
い

方
を
対
象
に
し
た
講
習
会
を
開
き
ま

す
。

日
時
　
三
月
十
二
日
(
木
)
午
後
三

時
～
七
時

場
所
　
青
年
館
(
大
師
駅
前
)

内
容
　
新
旧
映
写
機
の
便
用
方
法

申
込
方
法
　
申
込
期
間
を
過
ぎ
ま
し

た
の
で
、十
六
ミ
リ
修
了
阮
を
持

参
の
う
え
、直
接
会
場
へ
ど
う

ぞ
。受
講
時
間
は
自
由
で
す

問
合
せ
先
　
文
化
係

第34回

都
民
体
育
大
会

区
予
選
会

□
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

日
時
　
四
月
二
十
六
日
(
日
)
午
前

九
時

場
所
　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
他

種
目
　
一
般
男
子
・
女
子
(
九
人
制

・
六
人
制
)

資
格
　
区
内
在
住
・
在
勤
の
社
会
人

お
よ
ひ
区
内
在
住
の
高
校
生
以
上

の
者
で
構
成
さ
れ
た
チ
ー
ム
(
学

連
登
録
者
は
除
く
)

参
加
費
　
一
チ
ー
ム
二
千
円

申
込
方
法
　
参
加
費
を
添
え
て
郵
送

し
て
く
だ
さ
い

申
込
期
限
　
三
月
二
十
六
日
(
必
着
)

申
込
先
　
区
バ
レ
ー
ボ
ト
ル
連
盟
募

務
局
(
〒
1
2
0
柳
原
ニ
ー
四
〇
―
五

グ
リ
ー
ン
キ
ヤ
'
ス
ル
1
0
1
　
中
村
方
　
　
八
八
二

ー
二
四
九
八
)

□
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
大
会

日
時
　
四
月
五
日
(
日
)
、五
月
三
日

(
日
)

い
ず
れ
も
、
午
前
十
時

場
所
　
ロ
ビ
ン
フ
ッ
ド
ア
ー
チ
ェ
リ

ー
レ
ン
ジ

種
目
　
一
般
、5
0
M
、3
0
M
(
S
)

資
格
　
区
内
在
往
・
在
勤
・
在
学
者
(

中
学
生
以
上
)

参
加
費
　
一
人
三
百
円

申
込
方
法
　
直
接
ま
た
は
、(
ガ
キ

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
期
限
　
三
月
二
十
九
日
(
必
着
)

申
込
先
　
区
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
協
会
募

務
局
(
〒
1
2
3
鹿
浜
四
―
一
-
(
　

ロ
ピ
ン
フ
ッ
ド
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
レ

ン
ジ
内
　
　
(
五
三
―
四
九
一
二
)

□
卓
球
大
会

日
時
　
四
月
十
二
日
(
日
)
午
前
九
時

場
所
　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

種
目
　
一
般
男
子
・
女
子
、シ
ニ
ア

(男
子
三
十
五
歳
、
女
子
三
十
歳

以
上
)

、
中
学
男
子
・
女
子

資
格
　
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

参
加
費
　
一
般
お
よ
ぴ
シ
ニ
ア
一
人

三
百
円
、
中
学
生
一
人
百
五
十
円

申
込
方
法
　
郵
送
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い

申
込
期
限
　
三
月
二
十
七
日
(
必
着
)

申
込
先
　
区
卓
球
連
盟
事
務
局
(
〒
1
2
1

西
伊
興
町
(
-
四
二
　
庄
司
方
　

(
五
三
―
二
〇
三
八
)

く
わ
し
く
は
、各
申
込
先
ま
た
は

体
育
課
へ
。

家
庭
婦
人

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

中
・
上
級
者
講
習
会

家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ポ
ー
ル
震
好
者

の
技
術
水
準
の
向
上
と
指
導
者
養
成

を
図
る
た
め
、九
人
制
バ
レ
ー
ポ
ー

ル
の
基
本
技
術
を
中
心
と
し
た
実
技

拑
導
、練
習
方
法
、指
導
方
法
、ル

ー
ル
、蜜
判
方
法
の
講
習
会
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
三
月
二
十
六
日
～
二
十
(
日

(
三
日
関
)
午
後
六
時
～
(
時
三

十
分

場
所
　
区
体
育
館

対
象
　
区
内
在
住
の
家
庭
婦
人
バ
レ

ー
ポ
ー
ル
愛
好
者

定
員
　
先
着
六
十
名

講
師
　
区
バ
レ
ー
ポ
ー
ル
連
盟
所
属

指
導
員

申
込
方
法
　
直
接
ま
た
は
、往
復
(

ガ
キ
に
往
所
、氏
名
、年
齢
、連
絡

先
、バ
レ
ー
ボ
ー
ル
歴
お
よ
び
バ

レ
ー
ポ
ー
ル
講
習
会
希
皇
と
記
入

の
う
え
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
・
間
合
せ
先
　
体
青
課
(
〒
1
2
0

千
住
一
―
四
―
一
(
)

若さいっぱい、ハッスルプレー

移
転
し
ま
す

第
十
二
出
張
所
・
宮
城
図
書
館

□
第
十
二
出
張
所

三
月
十
六
日
か
ら
次
の
場
所
に

移
転
し
ま
す
。

所
在
地
　
宮
城
一
―
一
五
-
一
四

電
話
番
号
　
九
一
二
―
九
三
五
一

(従
来
ど
お
り
)

□
宮
城
図
書
館

四
月
十
五
日
か
ら
オ
ー
プ
ン
し

ま
す
。

所
在
地
　
宮
城
一
―
一
五
―
四

電
話
番
号
　
九
一
三
一
〇
四
六
〇

(従
来
ど
お
り
)

ア

ル

バ

イ

ト

募

集

人
員
　
若
干
名

仕
事
の
内
容
　
薬
剤
敵
布
作
業

勤
務
期
間
　
三
月
十
六
日
～
九
月

三
十
日
、
時
間
は
午
前
(
時
三

十
分
～
午
後
五
時
十
五
分
(
だ

だ
し
、
日
曜
・
祝
日
は
休
み
、

土
曜
日
は
午
前
中
)

対
象
　
満
十
(
歳
～
四
十
歳
の
男

子
賃
金
　
日
額
四
千
二
百
円
(
四
月

か
ら
日
額
四
千
四
百
円
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
衛
生
係

区
立
幼
稚
園
児
募
集

今
年
四
月
に
入
園
す
る
区
立
幼

稚
園
の
五
歳
児
に
、
ま
だ
余
裕
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

募

集

す
る

幼
稚

園

▽
関
屋
…
千
住
関
屋
町
一
六
-
一

(
千

寿
第
(

小
学

校

内
)
　
　

八
(

八
-

三
五
(

九

▽
元

宿
・
・・
千

住
桜

木

一
-

一

六
一

二
　
(
(

二
-

九
四

六

六

▽
江
北
・
・
・
江
北
一
-
二
六
-
九
　
　

(
九
六
―
二
六
三
一

▽
大
谷
田
・
・
・
大
谷
田
二
―
一
―
九

(
二
〇
―
七
五
九
一

▽
鹿
浜
・
・
・
鹿
浜
五
-
二
五
―
一
一
　

(
五
五
一
四
四
四
七

応
募
資
格
　
区
内
在
住
の
五
歳
児

(
昭
和
五
十
年
四
月
二
日
～
昭

和
五
十
一
年
四
月
一
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
幼
児
)

募
集
人
員
　
各
幼
稚
園
と
も
若
干

名
受
付
場
所
　
各
幼
稚
園

※
申
込
用
紙
は
各
幼
稚
園
、ま
た

は
幼
児
教
育
係
で
配
付
し
ま
す
。

問
合
せ
先
　
幼
児
教
育
係

私
立
幼
稚
園
児
の

保
護
者
に
対
す
る
補
助
金

区
で
は
、
私
立
幼
稚
園
お
よ
び

幼
稚
園
頬
似
施
設
園
児
の
保
護
者

の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
補
助

金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。
区
外
の

私
立
幼
稚
園
ま
た
は
幼
稚
園
類
似

施
設
に
在
籍
す
る
園
児
の
保
護
者

で
、
ま
だ
手
続
き
を
し
て
い
な
い

方
は
至
急
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

区
内
の
私
立
幼
稚
園
ま
た
は
幼

稚
園
姐
似
施
設
に
通
園
し
て
い
る

園
児
の
保
護
者
に
つ
い
て
は
、園

で
申
請
済
で
す
。な
お
、幼
稚
園
類

似
施
設
と
は
、補
助
金
基
準
に

該
当
し
た
園
で
、保
育
所
は
該
当

し
ま
せ
ん
。

受
付
場
所
　
区
役
所
五
階
幼
児
教

育
係

受
付
期
限
　
三
月
六
日

※
昭
和
五
十
五
年
度
の
補
助
金
は

期
限
ま
で
に
申
請
し
ま
せ
ん
と
、

受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

問
合
せ
先
　
幼
児
教
育
係
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スポーツセンターで健康・体力づく り
―アスレチック・トレーニング週間利用案内―

あ
な
た
も

ア
ス
レ
チ
ッ
ク

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

体
力
測
定
　
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
の
初
回
は
、あ
な
た
の
体

力
を
測
定
し
ま
す
。こ
れ
は
、他

人
と
比
較
す
る
の
で
は
な
く
、ト

レ
ー
ニ
ン
グ
の
効
果
を
ご
自
分
で

確
め
る
た
め
の
も
の
で
す
。

初
心
者
コ
ー
ス
(
教
室
卜
ー
レ
ニ
ン

グ
)
　
柔
軟
運
動
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

機
器
を
使
っ
て
の
運
動
の

仕
方

な
ど
、
基
礎
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
揩

導
し
ま
す

。
フ
リ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
や
教
室
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
継
続

者
コ
ー
ス
へ
移
行
す
る
前
の
必
修

コ
ー
ス
で
す
。

継
続
者
コ
ー
ス
(
教
室
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
)
　
初
心
者
コ
ー
ス
を
終
了
し
な

方
な
ら
参
加
自
由
で
す
。
ト
レ
ー

ナ
ー
の
指
導
で
、
串
備
薀
動
か
ら

整
理
運
動
ま
で
、
楽
し
く
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
が
で
き
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
た
く
さ
ん
用
意
し
て

い
ま
す
。

フ
リ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
　
あ
な
た
の

好
き
な
時
間
に
、好
み
の
メ
ニ
ュ

ー
で
、体
力
に
合
っ
た
運
動
量
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
で
き
ま
す
。初

心
者
コ
ー
ス
を
終
了
し
た
方
な
ら

番
加
で
き
ま
す
。な
お
入
室
は
、

午
前
・
午
後
・
夜
間
と
も
終
了
三

十
分
前
ま
で
で
す
。

問
合
せ
先
　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
　
　
(

五
九
-
(

二
一
一

ス ポ ー ツ セ ン タ ー 教 室 ・ コ ー ス 案 内

※ 1～4の教室に参加する方はオリエンテーションの前までにヘルスチェック( 血圧・脈拍・尿検査等) を受けていただきます。
ヘルスチェックは、水曜日　午前10時～午後7時・日曜日　午前10時～午後3時に実施しています。
なお、オリエンテーションに出席されない場合は教室に参加できません。

※ 剣道教室( 家庭婦人) の実施時間…午前10時～11時30分　※ なぎなたコースの実施時間…午前10時～正午

ひろば
☆
足
立
吹
奏
楽
団
定
期
演
奏
会

日
時
　
三
月
十
九
日
(
木
)
午
後
六

時
三
十
分
開
演

場
所
　
足
立
文
化
会
館

指
揮
者
　
小
野
照
三

内
容
　
第
一
部
=・
序
曲
集
、
第
二
部

・・・
メ
ド
レ
ー
特
集

入
場
科
　
無
料

問
合
せ
先
　
佐
藤
隆
弘
　
　
(

九
七
-

七
〇
九
〇

☆
同
好
会
編
物
教
室

区
の
成
人
学
級
か
ら
引
き
続
い
て

い
る
会
で
す
。

日
時
　
毎
月
第
一
・
第
三
木
曜
日
　

午
後
六
時
三
十
分
～
八
時
三
十
分

場
所
　
竹
の
塚
セ
ン
タ
ー
三
階
会
議
室

内
容
　
手
編
と
手
芸

会
費
　
月
千
円

問
合
せ
先
　
横
山
ゆ
き
え
　
　
(
五

八
-
五
七
一
六
(
夜
間
)

☆
家
庭
婦
人
ス
ケ
ー
ト
教
室

日
時
　
三
月
十
日
(
火
)
・
十
三
日

(
金
)
・
十
六
日
(
月
)
午
前
十

時
～
正
午

場
所
　
サ
ニ
ー
ラ
ン
ド
(
松
戸
)

受
講
料
　
二
千
百
円
(
貸
靴
無
料
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
区
ス
ケ
ー
ト
連

盟
　
　

八
(
一
-
九
〇
六
五

☆
バ
ン
ド
・
ス
タ
ッ
フ
募
集

八
月
に
、サ
ウ
ン
ド
・
イ
ン
・
サ

マ
ー
8
1
を
開
梱
し
ま
す
。
フ
ォ
ー
ク
、

口
ッ
ク
、う
た
ご
え
、個
人
、グ
ル

―
プ
を
問
い
ま
せ
ん
。や
る
気
の
あ

る
あ
な
た
、一
緒
に
作
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。

問
合
せ
先
　
音
楽
祭
準
備
会
(
青
年

館
高
井
)
　
(

九
〇
一
〇
〇
六
一

☆
リ
ズ
ム
体
操
講
習
会
(
ヨ
ガ
式
)

主
婦
の
健
康
体
操
で
す
。

日
時
　
三
月
九
日
(
月
)
・
十
六
日

(
月
)
午
後
一
時
～
二
時

場
所
　
竹
の
塚
第
二
団
地
第
一
集
会

所
費
用
　
無
料

問
合
せ
先
　
関
幸
子
　
　
(
(
六
-

(
〇
五
二

☆
サ
ー
ク
ル
わ
か
ば

私
た
ち
は
、バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
楽

し
ん
で
い
る
サ
ー
ク
ル
で
す
。男
女

を
問
い
ま
せ
ん
。

日
時
　
毎
週
月
曜
日
、午
後
六
時
三

十
分
～
九
時

場
所
　
大
谷
田
小
学
校
体
育
館

会
費
　
五
百
円

問
合
せ
先
　
友
常
　
六
〇
五
-
二
一

四
二
(
夜
間
)

投
稿
規
定
　
▼
サ
ー
ク
ル
情
報
、行
事
、催
し
も
の
、

講
習
会
等
の
案
内
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
　
▼
(
ガ
キ
ま

た
は
封
書
で
百
四
十
字
以
内
　
▼
住
所
、氏
名
、団
体

名
、電
話
番
号
、費
用
(
金
額
・
使
途
)
を
明
記
　
▼
営

利
、宗
教
、政
治
目
的
の
も
の
は
掲
載
不
可
　
▼
掲

載
、不
掲
載
の
連
絡
は
し
ま
せ
ん
　
▼
締
切
り
は
発
行

日
の
1
ヵ
月
前
　
▼
掲
載
後
の
責
任
は
負
い
ま
せ
ん

投
稿
・
問
合
せ
先
　
広
報
課
(
〒
1
2
0
千
住
一
丁
目
四

-
一
八
)

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

差
別
を
な
く
す
運
動
(
6
)

大
正
七
年
(
一
九
一
八
年
)
の

米
騒
動
は
、七
月
に
、富
山
県
魚

津
、水
橋
な
ど
の
漁
民
の
主
婦
が

米
よ
こ
せ
の
逐
動
を
は
じ
め
た
の

を
き
っ
か
け
に
、(
月
に
入
り
全

国
に
ひ
ろ
が
り
ま
し
た
。そ
の
規

模
は
全
国
五
百
ヵ
町
余
り
の
と
こ

ろ
で
、
百
万
人
に
の
ぼ
る
人
び
と

が
参
加
し
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

同
和
地
区
の
人
ぴ
と
も
、大
多

数
が
長
い
間
苦
し
い
生
活
状
態
に

お
か
れ
て
い
た
こ
と
と
、
米
価
の

暴
騰
と
が
あ
い
ま
っ
て
、多
数
の

住
民
が
米
騒
動
に
参
加
し
ま
し
た
。

米
騒
動
を
契
機
に
同
和
閃
題

は
、
重
大
な
社
会
問
題
と
し
て
認

謡
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た

中
で
、
同
和
地
区
の
人
ぴ
と
は
、

自
ら
の
力
で
解
放
を
か
ち
と
ら
な

け
れ
ぱ
な
ら
な
い
と
い
う
自
寛
を

も
ち
、
団
結
の
力
を
知
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
す
。米
騒
動
は
、多
く

の
き
せ
い
者
を
だ
し
ま
し
た
か
、

民
衆
の
燃
え
あ
か
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
、
大
正
の
社
会
運
動
を
犬
き
く

発
展
さ
せ
る
力
と
な
り
ま
し
た
。

労
働
連
動
や
農
民
運
動
と
と
も

に
、都
落
解
放
の
運
動
も
融
和
運

動
、
改
善
運
動
を
こ
え
て
発
展
し

て
い
く
の
で
す
。

米
騒
動
の
あ
と
、大
正
(
年
(
一

九
一
九
年
)
に
、帝
国
瞋
会
に
融

和
と
改
善
の
た
め
、同
和
地
区
の

人
を
官
公
吏
に
採
用
し
、官
公
文

書
や
身
元
調
査
な
ど
に
差
別
用

語
を
用
い
な
い
こ
と
、軍
隊
内
や

教
育
に
お
け
る
差
別
待
遇
を
な
く

す
こ
と
、部
落
改
善
団
体
を
組
織

す
る
こ
と
、都
落
改
善
費
を
支
出

す
る
こ
と
な
ど
の
請
願
か
出
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
う

ち
に
、
政
府
は
大
正
九
年
(
一
九

二
〇
年
)
か
ら
大
年
十
年
に
、
地

方
改
善
費
と
し
て
は
じ
め
て
国
家

予
算
を
計
上
す
る
と
と
も
に
、内

務
省
社
会
局
に
社
会
事
業
行
政
と

労
動
行
政
を
所
管
さ
せ
る
な
ど
、

機
構
の
拡
充
を
行
な
い
ま
し
た
。

こ
う
し
て
、同
和
行
政
か
は
じ
め

て
国
家
行
政
の
一
都
門
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
が
、そ
の
行

政
措
置
は
予
算
額
と
事
業
内
容
か

ら
い
っ
て
も
、ま
こ
と
に
微
々
た

る
も
の
で
あ
り
、そ
の
行
政
姿
勢

も
同
情
的
、融
和
的
な
も
の
で
し

た
。
そ
し
て
、
大
正
十
一
年
(
一

九
二
二
年
)
の
水
平
社
創
立
へ
と

運
動
は
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

◎
同
和
問
題
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
は
、区
役
所
同
和
対
策
担
当
へ
。

北
鹿
浜
公
園
交
通
施
設
は
、
施
設
内
の
電
気
設

備
工
事
の
た
め
、三
月
末
ま
で
休
場
し
ま
す
。

レ
ク
・
リ
ー
ダ
ー
を

派
遣
し
ま
す

区
で
は
、区
内
少
年
団
体
の
酬

発
化
を
は
か
る
た
め
、各
団
体
の

行
事
に
対
し
て
レ
ク
リ
エ
ー
ジ
ョ

ン
・
リ
ー
グ
ー
を
派
遣
し
ま
す
。

申
込
方
法
　
行
事
を
実
施
す
る
日

の
二
週
間
前
ま
で
に
所
定
の
申
請
書

に
よ
り
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
(
申
請
書
は
青
少
年
係
に

あ
り
ま
す
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
青
少
年
係

住
居
表
示
板
の
取
り
替
え

□
栗
原
三
・
四
丁
目
、西
新
井
栄

町
一
～
三
丁
目
地
区
の
曽
さ
ん
へ

区
で
は
、こ
の
地
域
の
各
家
屋

に
取
り
付
け
て
あ
る
町
名
板
、戸

番
標
、お
よ
ぴ
各
街
区
ご
と
の
街

区
表
示
板
の
取
り
番
え
作
業
を
三

月
上
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
行
い

ま
す
。

こ
の
作
葉
は
、区
で
委
託
し
た

業
者
(
住
居
表
示
係
の
腕
章
を
付

け
て
い
ま
す
)
が
行
い
ま
す
の
で
、

各
ご
家
庭
に
お
う
か
が
い
の
際

は
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

□
家
屋
等
を
新
・
改
築
さ
れ
た
皆

さ
ん
へ

住
居
表
示
実
施
済
地
域
内
に
家

屋
等
を
新
・
改
築
さ
れ
た
方
は
、

住
居
表
示
に
よ
る
往
居
番
号
(
住

所
)
を
付
け
る
た
め
の
届
出
が
必

要
で
す
。

こ
の
届
出
を
さ
れ
ま
せ
ん
と
、

正
し
い
往
所
と
は
な
り
ま
せ
ん
の

で
、転
入
、転
出
届
が
で
き
ま
せ

ん
。届
出
に
は
、建
築
確
認
通
知
書

と
印
か
ん
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、住
居
表
示
係
へ
。

区
営
野
球
場
・
庭
球
場

抽
選
日
と
会
場
の
変
更

区
営
野
球
場
・
庭
球
場
の
抽
選

日
と
会
場
が
、
三
月
(
四
月
分
)

か
ら
変
わ
り
ま
す
。

抽
選
会
場
　
体
育
館
(
中
央
本
町

一
-
一
七
-
二
　
東
武
線
梅
鳥

駅
下
車
徒
歩
十
三
分
、
都
バ
ス

北
千
住
駅
～
竹
の
塚
駅
・
清
掃

工
場
行
で
足
立
体
育
館

前
下

車
)

抽
選
日
　
野
球
場
・・・
毎
月
弟
二
木

曜
日
、
庭
球
鳩
・・・
毎
月
第
四
木

曜
日
(
受
付
時
間
は
、
い
ず
れ

も
午
前
(
時
三
十
分
～
九
時
)

※
抽
選
会
後
の
貸
出
し
に
つ
い
て

は
、
抽
選
会
が
終
了
次
第
、
会
場

で
午
後
四
時
ま
で
受
付
け
、
翌
日

か
ら
は
、
体
育
課
窓
口
で
受
付
け

ま
す
。
ま
た
会
場
へ
は
、
上
履
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
体
育
課

愛犬家の

皆さんへ

犬
を
散
歩
さ
せ
る
と
き
は
、
他
の

人
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
、
糞
を

始
末
で
き
る
チ
リ
ト
リ
な
ど
を
持
参

し
て

、環
境
の
美
化
に
努
め
て
く
だ

さ
い
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。



昭 和56 年3 月5 日 区 の お 知 ら せ 第535 号 ( 4)

住民税の申告は

もうおすみですか
提出期限は3 月16 日

問 合
せ先

区 役所 第一課税係…　882 ―1111
第二庁舎第二課税係…　889 ―6161

住民税は重要な財源
一般に、道府県民税( 東京都においては都

民 税といいます) と市町村民税( 東京都23区

においては特別区民税といいます) を合わせ

て住民 税とよばれています。
私達にとって日常生活に関係の深い警察、

消防、ごみ、教育など身近な仕事の費用を、自

分達の所得の中からそれぞれの負担能力に応
じて直接分担しあうという性格の税金です。

住民 税は所得金 額に応じ て納税する所得割

と、応益性という性格の均等割とがあり ます。

したがって、所得税よりも納める方の範囲

は広く、税率も低く定められてい ます。
住民税は正しく申告された内容により適正

な税額計算がされ、そ の税額を通知し、それ

によって納税していただく制度です。
住民税は、区の歳入 のなかでも自主財 源と

して住民 の声を反映できる重要な資金になっ

ています。

申告をお忘れなく
申 告 が 必 要 な 方

①昭和55年中に所得のあった方で、昭和56年1

月1 日現在足立区内に住んでいた方。
②足立区内に事務所や事業所、家屋敷があっ

て足立区外に住んでいる方。

申告が必要な方で申告書の届いていない方

は課税課までご連絡 くだされば郵送し ます。

なお、出張所にも置いてあり ますのでご利用
ください。

申告をしなくてもよい方

①所得税の確定申告をする方
②前年中の所得が給与所得だけで、勤務先か

ら区へ、給与支払報告書が出さ れた方

③前年中に所得のなかった方

④生活保護法によって、昭和56年1 月1 日現

在生活扶助を受けていた方
⑤前年の合計所得が〔( 控除対象配偶者+扶

養人数+1) × 22万円〕以下の方
※ ただし、上記③～⑤に該当する方でも非課

税証明書発行などの基礎資料となり ますので

提出にご協力ください。

申 告 書 の提 出場 所

ことしも個人住民税の申告時期になりまし

た。
申告書は、区役所本庁舎、または第二庁舎

の課税課、もしくはもよりの出張所へ提 出し

て ください。
なお、申告書は郵送でも受付けていますの

で、同封の返信用封筒をご利用ください。ま

た、記入方法等わからない方は、次のとおり
各出張所で課税課職員が出張受付けを行いま

すので、お気軽にご来所 ください。

◎ 3月11日( 水) ・12日( 木) 　場所…常東

出張所、第3出張所～第12出張所
◎ 3月13日( 金) ・14日( 土) 　場所…第13

出張所～第20出張所、東綾瀬出彊所、東粟原
出張所、鹿浜出張所、花畑出張所、神明出張所

受付時間は、午前9時～午後4時、土曜日

は、午前9時～正午までです。

皆さんにも簡単にできます

個人住民税の計算方法
年税額=特別区民税所得割額+都民税所得割額+均等割額( 2, 500円)

◎ 所得割額の計算方法

( 所得金額- ①所得控除) × ②税率- ③観額控除= 所得割額

課税標準( 1, 000円末満切捨)

① 所 得 控 除

次の種類があり、これに該当する場合は、
所得金額から差し引くことができます。

1. 　雑損控除… ( 損害金額-保険金などでう

められた金額) - ( 所得金額× 1/ 10)

2. 　医療費控除… ( 支払った医療費の総額-

保険金などでうめられた金額) - ( 総所得
金額× 5/ 100)

※ 所得金額× 5/ 100が5万円を超える場合は

5 万円とする。

※ 控除額の最高限度は200 万円です。
※ 領収書の添付が必要です。

3. 　社会保険料控除… 55年中に支払った金額

4. 　小規模企業共済等掛金控除… 55年中に支

払った金 額
5. 　生命保険料控除… 55年中に支払った金額が

( 1) 　15, 000円以下…全額
( 2) 　15, 001円～40, 000円… 支払 った保険料

+7, 500円
2( 3) 　40, 001円～70, 000円… 支払 った保険料

+17, 500円
4( 4) 70, 000円以上… 35, 000円

※ 年額保険料が9, 000 円を超えるものについ

ては証明書が必要です。

6. 　障害者控除… 21万円( 特別障害者23万円)
7. 　老年者控除… 21万円
8. 　寡( か) 婦控除… 21万円
9. 　勤労学生控除… 21万円
10. 　配偶者控除… 22万円
11. 　扶養控除
( 1) 　扶養家族一人につき… 22万円
( 2) 　同居老親等扶養… 26万円
( 3) 　同居老親当以外の老人扶養… 23万円
12. 　基礎控除… 22万円

②　 税 率( 所 得 割 額 の 出 し 方)

右表の速算表( 課税標準額× 税率-速算控

除 額) に より計算し てください。

特別区民税所得割額と都民税所得割額とは

別々に計算します。
〔例〕　 課税標準額が40万円の場合

・特別区民税所得割額
400, 000円× 3%- 3, 000円=9, 000円

・都民税所得割額

400, 000 円× 2%=8, 000 円

③　 税 額 控 除

所得割額から控除されるもので、55年中に

配当所得があ った場合に控除されます。

控除額は
特別区民税分…配当所得金額の2. 0%

都民税分…配当所得金額の0. 8%ただし、

課税総所得金 額、土地等にかかる課税事業所

得等 の金額、課税長期(短期) 譲渡所得 の合計
額が、1, 000 万円 を超える部分の配当所得金

額については、この率のそれぞれの半分です。
〔ご注意〕所得控除、税率等は、一部改正さ

れる場合があります。

所得割額速算表

損をしないために
あなたは、申告書の記入もれ等により損を

していませ んか。
すでに提出済で記入もれがある方は、すぐ

に修正手続きをしてください。
次の所得控除欄が記入もれになっている場

合が多々あり ますので、注意してください。

配偶者控除欄
納税者と生計を一にする配偶者( 婚姻届の

提出されている妻または夫) で、次に該当す

る方を記入して ください。
①前年中に所得のなかった方

②前年中の合計所得が20万円( 給与所得者は

支払金額で70万円、老年者で公的年金受給者

は年金支払 額が148 万円になります) 以下の
方。 また自己 の勤労によらない不動産、利子、

配当所得の場合は10万円以下の方

③前年中に死亡した方で①または②に該当す

る方

扶養控除欄
納税者と生計を一にする親族( 配偶者を除

く、父、母、子等) で、次に該当する方を記

入してください。なお、障害者を除 く70歳以

上の方で、納税者または配偶者と同居をして

いる直系尊族が、老人扶養に該当する場合は
同居老親等扶養となり、同居をしていない場

合は老人扶養となります。

( 扶養親族で同居の方は申告書扶養控除欄
同居に○ 印をつけてください)

①前年中に所得のなかった方

②前年中の合計所得が20万円( 給与所得者は

支払金額で70万円、老年者で公的年金受給者
は年金支払額が148万円になります) 以下の

方。 または自己の勤労によらない不動産、利

子、配 当所得の場合は10万円以下の方

③前年中に死亡した方で、①または②に該当す
る方

その他の控除欄
所得控除には、いろいろな種類があります

ので、ご注意ください。

所 得 税 の 還 付

前年 の中途で就・退職した サラリーマン の

方が年末調整を受けなかった方は、税務署に

確定申告をすることにより、所得税の還付が
受けら れる場合があり ます。

所得税・贈与税( 税 務 署)
個 人 事 業 税( 都税事務所)

も
申告期限は
3 月16日です

掲
示

板

職
業
訓
練
生
募
集

募
集
人
員
　
五
十
名

対
象
　
商
業
従
事
者
、そ
の
他

科
目
　
販
売
・
簿
記

訓
練
期
間
　
一
年
(
毎
週
月
曜
日
)

募
集
期
限
　
三
月
十
六
日

申
込
・
問
合
せ
先
　
足
立
区
商
連

高
等
職
業
訓
練
校
　
　
(
(
一

-
九
一
二
一

身
体
障
害
者
の

訓
練
生
募
集

募
集
人
員
　
二
十
四
人
(
通
所
五

人
、
全
寮
十
九
人
)

対
象
　
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
つ

た
十
五
歳
以
上
の
男
女

内
容
　
写
真
植
字
、軽
印
制
、
カ

メ
ラ
製
版
、
製
本
、
そ
の
他

申
込
期
限
　
三
月
二
十
四
日

申
込
先
　
各
福
祉
事
務
所

問
合
せ
先
　
用
賀
技
能
開
発
学
院

七
〇
九
-
○
二
(
一

と
び
訓
練
生
募
集

募
集
人
員
　
▽
普
通
訓
練
課
程
…

三
十
名
　
▽
二
級
技
能
士
訓
練

課
程
…
三
十
名

申
込
期
限
　
三
月
二
十
三
日
(
先

着
順
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
東
京
都
鳶
エ

業
会
　
　
五
〇
二
―
四
一
二
一

都
立
高
等
学
校

定
時
制
生
徒
募
集

願
書
受
付
　
四
月
一
日
～
六
日

検
査
日
　
四
月
七
日

申
込
・
問
合
せ
先
　
足
立
・
江
北

・
上
野
忍
岡
・
本
所
工
業
・
文
京

の
各
都
立
高
校

郵
便
局
で
は
、
「
簡
易
保
険

新
加
入
運
動
」を
実
施
中
で
す
。

く
わ
し
く
は
、も
よ
り
の
郵

便
局
へ
ど
う
ぞ
。

里
親
さ
ん
募
集

都
で
は
、
親
か
行
方
不
明
・
離

婚
・死
亡
ま
た
は
、長
期
入
院
な
ど

に
よ
り
、
育
て
ら
れ
な
く
な
っ
た

子
供
を
、
暖
か
く
迎
え
育
て
て
く

だ
さ
る
家
庭
を
求
め
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
「養
育
家
庭
制

度
」と
い
い
、養
子
縁
組
を
目
的

と
し
な
い
で
育
て
て
い
た
だ
く
も

の
で
す
。
な
お
、
子
供
を
育
て
る

た
め
に
必
要
な
経
費
は
東
京
都
で

負
担
し
ま
す
。

問
合
せ
先
　
希
望
の
家
養
育
家
庭

セ
ン
タ
ー
　
六
九
六
―
六
(

五
八シ

ル
ク
ロ
ー
ド
の

旅
を
終
え
て

映
画
と
講
演
の
夕
ベ

日
時
　
三
月
十
一
日
(
水
)
午
後

六
時
三
十
分
(
開
演
)

場
所
　
社
会
教
育
館
ホ
ー
ル

講
師
　
野
口
篤
太
郎
氏
(
ヽ
yル
ク

ロ
ー
ド
取
材
班
チ
ー
フ
カ
メ
ラ

マ
ン
)

主
催
　
足
立
青
年
経
営
研
究
会

後
援
　
区
教
育
委
員
会
、N
H
K
、

足
立
商
工
会
議
所
、足
立
区
総

合
再
開
発
協
議
会

問
合
せ
先
　
足
立
青
年
経
営
研
究

会
　
　
(
(
(
-

四
〇
(
四

消
費
生
活
講
座

日
時
　
三
月
十
七
日
・
十
八
日
　

午
後
一
時
三
十
分
～
四
時

場
所
　
江
東
区
勤
労
福
祉
会
館

テ
ー
マ
　
▽
イ
ン
フ
レ
時
代
を
生

き
ぬ
く
知
恵
　
▽
家
計
の
パ
ン

ク
を
防
止
す
る
に
は

対
象
　
都
内
在
住
者

受
講
料
　
無
料

募
集
人
員
　
百
二
十
名

申
込
・
問
合
せ
先
　
消
費
者
セ
ン

タ
ー
江
東
支
所
　
　
六
三
五
-

○
九
一
五

固
定
資
産
課
税

台
帳
の
縦
覧

縦
覧
期
限
　
三
月
二
十
三
日

対
象
　
固
定
資
産
の
所
有
者
お
よ

ぴ
そ
の
関
係
者

場
所
・
問
合
せ
先
　
足
立
都
税
募

務
所
　
　
(
(
二
―
二
一
一
一

「
月
払
会
費
」

共
済
制
度

中
小
企
業
の
経
営
者
や
そ
の
家

族
が
ヶ
ガ
を
し
た
場
合
、皆
ん
な

で
助
け
合
う
制
度
で
す
。

資
格
　
二
十
歳
以
上
の
経
営
者
ま

た
は
そ
の
専
従
家
族

会
費
　
月
額
一
律
千
五
百
円

申
込
先
　
区
内
各
信
用
金
庫

間
合
せ
先
　
中
小
企
業
経
営
者
災
害

補
僕
募
業
団
　
　
二
九
三
-
一
二

一
四
一

TO. T　237, 000


